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第 234 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

愛を込めて 〜 出会いの繋がり 〜 

 

2024 年 2 月 3 日(土)『ひばりヶ丘駅―（西武池袋線）―＞池袋駅―（東武東上線）―＞と

きわ台駅』で下車し、『第 59 回がん哲学外来メデイカルカフェ in 常盤台』での講演『愛

を込めて思いやり 〜 賢明な寛容 〜』に赴いた(画像)。 今回、3 組の個人面談の機会も与

えられ、大変有意義な充実した貴重な時となった。 

 

『常盤台バプテスト教会』牧師 友納靖史先生には、『写真日めくり 人生を変える言葉の処

方箋 英訳付き』(いのちのことば社 2021 年 10 月１日発行)(画像)で、大変お世話になった。 

今回、英訳された『Chieko & Laura』氏も参加されていた。 『ふじみ野バプテスト教会』

からも参加され、『ふじみ野バプテスト教会』でも『がん哲学外来・カフェ』が開催される

予感がする。  

 

また、【なぜ、こんな目に あわなければ ならないのか 〜 がん病理学者が読む聖書『ヨブ

記』 〜】(2023 年 10 月 15 日 いのちのことば社 発行）の 73〜75 ページに記載されている

『福本峻平』様のお母様も参加されていた。 早速、『ありがとうございました。よろしく

お伝えください。』との連絡を頂いた。 さらに、昨年、万座（日進館）の講演会に出席さ

れていた方は、今年 3 月の【2024 年メデイカル・ヴィレッジ in 嬬恋村：がん哲学外来カ

フェ in 万座 『樋野先生お誕生日お祝い会 ＆ 南原繁(1889-1974)没 50 周年記念に寄せて! 

『教養を深め、時代を読む 〜楕円形の心 〜』】にも参加を予定されるようである（画像）。  

 

また、香川県の大学の教授も参加されていた。『香川県からの参加の方もとても嬉しそうで

した！ 住んでらっしゃる近くには、がんカフェがないとおっしゃってました。』との連絡

も頂いた。 筆者の島根県の出雲高校の同級生が香川大学医学部教授時代に企画された講義 

＆ 2012 年『第 13 回病理学夏の学校』(香川大学医学部腫瘍病理学主催)の講演 ＆ 『南原

繁の故郷の香川県三本松』で講演したことが 今回、鮮明に想い出された。 

 

  



  2/3 

 

 

 

  



  3/3 

 

 

 

 


